
　
４
月
21
日
に
な
る
と
、
猿
島
地
方
の
あ

ち
こ
ち
で
は
、
赤
い
生
地
に
「
南
無
大
師

遍
照
金
剛
」
と
墨
で
書
か
れ
た
旗
が
翻

り
、
人
々
は
そ
れ
を
目
印
に
お
参
り
に
出

か
け
ま
す
。
一
年
に
一
度
の
大
師
参
り
で

す
。
こ
こ
で
い
う
大
師
と
は
弘
法
大
師
の

こ
と
で
、
屋
敷
の
一
角
に
弘
法
大
師
を

祭
っ
て
い
る
家
々
で
は
、
こ
の
日
に
限
っ

て
ご
開
帳
す
る
の
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家

の

弘

法

大

師

像

に

は

、

番

号

が

刻

ま

れ
、
四
国
八
十
八
ヶ

所
に
倣
っ
て
御
詠
歌

ま
で
あ
る
。

い
っ
た
い
ど
ん
な

巡
礼
な
の
か
。
何
年

も
前
の
こ
と
に
な
る

が
、
思
い
立
っ
て
お

賽
銭
を
目
い
っ
ぱ
い

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
、

そ
の
一
つ
「
新
四
国

桜

島

岡

霊

場

八

十

八
ヶ
所
」
の
お
参
り
に
出
か
け
ま
し
た
。

「
新
四
国
桜
島
岡
」
は
総
和
町
・
三
和
町

の
旧
桜
井
村
・
旧
幸
島
村
・
旧
岡
郷
村
の

大
師
像
を
巡
る
も
の
で
す
。
そ
の
成
立
年

代
は
、
伝
承
に
よ
れ
ば
大
正
時
代
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の
大
師
像

を
祭
っ
て
い
る
家
も
あ
り
、
は
っ
き
り

い
っ
て
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

明
治
44
年
生
ま
れ
の
あ
る
男
性
が
お
っ

し
ゃ
る
に
は
、
気
の
あ
っ
た
者
同
士
が
鈴

を
鳴
ら
し
な
が
ら
八
十
八
ヶ
所
を
巡
礼
す

る
。
参
拝
者
は
各
所
で
御
斎
米
を
供
え

る
。
大
師
様
の
あ
る
家
で
は
、
そ
の
礼
と
し

て
餅
な
ど
を
振
る
舞
う
。
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ

は
泊
ま
り
が
け
で
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
巡

礼
を
し
た
と
い
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
大
師
様
を
祭
っ
て
い
る
家
で

は
、
自
分
の
と
こ
ろ
は
分
か
っ
て
い
て
も
、

よ
そ
の
大
師
様
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

と
い
い
ま
す
。
こ
の
先
ど
こ
か
っ
て
？
 
旗

が
立
っ
て
る
と
こ
だ

よ
。
こ
ん
な
道
案
内
で

も
、
大
方
の
人
は
わ

か
っ
て
し
ま
う
。
昔
か

ら
や
っ
て
い
る
こ
と
な

の
だ
。
総
和
町
砂
井
新

田
出
身
の
あ
る
女
性

は
、
大
師
様
の
日
と
な

る
と
、
古
河
の
中
田
ま

で
足
を
運
ん
だ
の
だ
と

い
う
。
な
か
に
は
、
八

十
八
ヶ
所
？
 
う
ち
は

99
番
だ
よ
、
と
い
う
家

も
あ
る
。
ど
こ
で
も
い

い
、
別
に
八
十
八
ヶ
所

に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
の
だ
。
ま
た
、
以
前

は
、
白
い
着
物
の
参
拝
者
が
庭
で
輪
に
な
っ

て
踊
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
振
る
舞
い
も

盛
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

大
師
を
め
ぐ
り
、
人
の
輪
を
つ
な
ぐ
巡

礼
。
か
く
い
う
わ
た
く
し
も
大
師
様
の
日

は
、
総
和
・
三
和
・
野
木
へ
と
あ
ち
ら
こ
ち

ら
歩
き
ま
わ
り
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
も
て
な

さ
れ
、
踊
り
は
し
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
心
も

お
な
か
も
満
腹
な
の
で
あ
っ
た
。

古
河
歴
史
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学
芸
員
　
立
石
尚
之

4
月
1
日
発
行

●
発
行
所
／
〒
3
0
6-

8
6
0
1
茨
城
県
古
河
市
長
谷
町
38
番
18
号
古
河
市
役
所
0
2
8
0
（
22
）
5
1
1
1

●
発
行
人
／
古
河
市
長
小
久
保
忠
男
　
●
編
集
／
市
民
の
声
を
き
く
課
　
●
印
刷
／
株
式
会
社
鈴
木
印
刷
所

　パンジーが咲いていた庭から、濃い桃色のマラコイ

デス中心の庭にさま変わりしました。

　マラコイデスは、7月に肥料を施した土に種をま

き、冬を越して2月上旬には桃色と白の花が咲きま

す。この花は、4月中旬までの長い期間花を楽しむこ

とができます。雨に弱いので、雨天の時は軒下に移し

ます。昨年は夏が暑かったので、心配しましたが、今

年もどうにか咲きました。秋に種をまくと株が小さい

のですが、7月にまき、夏を越した方が大きな株に育

ちます。土が乾燥した時、水をやります。病害虫の影

響もありません。種がこぼれて来年もまた花を咲かせ

るでしょう。

　風がまだ冷たいのですが、この花が咲くと「春が来

た!」という感じになります。

針谷　由紀子さん（けやき平一丁目）

KOGA
万華鏡

再生紙を使用しています。 環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

マラコイデスが満開です！

マイ・ガーデニング
シャッターチャンス！

将来の夢はママ？

ペンギンに会えてゴキゲン陸斗くん（3歳6カ月）

小森谷 亜希子さん（三和・33歳）

め
ぐ
る
・
つ
な
ぐ
・
も
て
な
す
　

　
　
　
　
〜
大
師
参
り
の
４
月
〜

　我が家の次男坊の陸斗は３人姉弟の末っ子で

す。お姉ちゃんの寧々とお兄ちゃんの飛鳥が

だーいスキ。この写真はその大好きなお姉ちゃ

んお兄ちゃんと水族館に行った時のものです。

陸斗はイルカやペンギンに会えて大興奮でし

た。

　好奇心旺盛でやんちゃで頑固。一度決めたら

泣いて、わめいて、ひっくり返って意志を通そ

うとするので周りは大変。

　そんな陸斗の夢は、「大きくなったらママに

なる！」かわいすぎて家族みんなで大爆笑。こ

の愛らしさでママをいやしてくれる陸斗。ママ

は幸せ者です。
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新四国桜島岡霊場八十八ヶ所の札所（総和町）
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